
今思えば、なんと幸運であったか。２０１９年１１

月にフランスのブルゴーニュ地方を訪れる機会

を得た。コロナウイルスが世界に拡散するわず

か数か月前というタイミングであり、その機を逃

せば再度のチャンスは無かっただろう。

私はワインにはまったくの素人だが、自分が

飲むワインがどこでどのように造られるのかには

興味が湧く。今回は、ワインを飲むためのプライ

ベートな旅であったが、多くのドメーヌを訪ね、生

産者たちのワイン造りへの拘りに直接触れられ

たのは、得難い経験であった。

訪問先はブルゴーニュ地方の中心地である

コート・ドール地区だが、コート・ドールは「黄金

丘陵」と訳される。名の由来は、「秋にブドウの

葉が変色し、黄金色のじゅうたんを敷き詰めた

ような景色になるから」とも言われている。例年

であればすでにその時期を過ぎ、葉が落ちた

ブドウの幹や枝だけを眺めることになるのだが、

その年のコート・ドールは私に最高の黄金色を

見せてくれたことは望外の喜びであった。

ブルゴーニュの特徴は、気候やブドウの品種

が同じなのに、隣同士の畑であっても全く異な
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るワインができることだ。コート・ドールでは、南北

約５０km、幅約５００mの細く直線的に続く帯状の

緩斜面にびっしりとブドウが植えられている。ま

た、農地全体が１０００以上に細かく区画されたク

リマと呼ばれる畑で構成され、そのクリマ単位

に格付けされている。一つのクリマは１haから

せいぜい１０ha程度だが、そのクリマも多くの所

有者で分割所有されていて、素人目には境界

が全く分からない。その「ブルゴーニュのクリマ」

は２０１５年にユネスコの世界文化遺産に登録さ

れた。

また近年は、春の霜や雹、夏の干ばつなどに

より、収量の減少や品質低下のリスクが増して

いるほか、気温の上昇から収穫の時期はこの

１００年で２週間早まったと言われている。その

危機感からか、２０１９年７月、３００年以上続く名

門ドメーヌの当主モンティーユ氏が函館に農場

を開設した。彼は５０年後１００年後を見据えて、

日本でのワイン造りに挑戦するという。地球温暖

化の進行で、北海道がピノ・ノワールやシャルド

ネといったブルゴーニュの主力品種の栽培適

地になると確信したのだろう。

さて、道内には２０２０年１１月現在で４７カ所の

ワイナリーがあり、ワイン用ブドウの栽培面積は

国内最大となっている。また報道によれば、「北

大と道が、ワイン産業の振興と技術支援の拠点

となる研究センターを２０２３年度に設立する構想

がある」という。

ワインは多くの要素によって影響を受けるが、

テロワール（生育環境）と呼ばれる気候や地質

がワインに独特の特徴をもたらす。モンティーユ

氏も日本の７カ所を候補地に選定したうえで、

気象学者や土壌研究者、地質学者による科学

的分析を重ねて、函館を選択した。研究セン

ターは、そうした科学的なアプローチによる専門

的かつ継続的な研究を可能とし、北海道に適

した栽培や醸造技術の進化に寄与するだろう。

また、その研究成果を生産者と共有することで、

北海道のワインをさらに飛躍させるものと期待し

たい。

近年、北海道ではワイン生産者が群雄割拠

し、年を追うごとにその評価を上げているのはう

れしい限りだ。多様な生産者が相互に連携し、

かつ切磋琢磨することでそれぞれが特徴的な

ワインを造り出し、国内はもとより世界の観光客

がワインを目的に北海道を訪れる時が来ること

を待ち望む。北海道がワインの銘醸地と呼ばれ

る日がくるまで、まずは私たち道民が北海道産

ワインを愛飲し、力強く応援しよう。

ヴージョ村にある特級畑 コルトンの丘を望む

１
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